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資質・能力の育成に着目した生活科授業の改善と
教科内容構成に基づく生活科指導力の育成
桑原　敏典
　本研究は，生活科の授業改善とその指導力育成について，次の二点から論じていこうとす
るものである。第一は，近年の学校教育改革，特に平成29年の小中学校の学習指導要領改
訂を受けて，小学校の生活科の目標，内容，方法がどのように変化したか，それによって生
活科の授業づくりがどうなっていくかを，提示された学習指導要領解説を読み解きながら明
らかにしていくことである。そして，第二には，岡山大学大学院教育学研究科が近年取り組
んできた教科内容構成研究の成果をふまえて，生活科を指導する教員の力量をどのように育
成していけばよいかについて，大学の教員養成カリキュラムにおいてどのような授業を設定
するかという点から論じていく。近年の教育改革は，学校の教育課程の改革が注目されるだ
けではなく，指導する教員の養成をどのように改善していくかということが同時に進められ
るのが特徴である。授業改善とそれを指導する教員の力量形成を関連付けながら論じていく
ことと，その二つを教科内容構成研究という，近年，岡山大学が先進的に取り組んできた教
員養成カリキュラム改革の成果をふまえてつなげていくことが，本研究の特質である。両者
を連続的に検討することで，近年求められている教員のキャリア形成における養成と研修の
一体化の具体的な進め方にかかわる方針を提案することができるであろう。
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Ⅰ．はじめに―問題の所在―
　本研究は，近年の教育改革の成果をふまえて，小
学校生活科の授業を今後どのように改善していくべ
きか，そのための教師の指導力育成をどのように進
めていくかを論じようとするものである。
　平成元年版の学習指導要領において生活科が小学
校第１学年と第２学年に設置されてから30年近く
がたとうとしている。今年３月に学習指導要領改訂
が行われたが，これによって生活科は，３度改訂さ
れたことになる。平成元年に生活科が登場した際に
は，同時に低学年理科と社会科が廃止された。その
ため，生活科は理科と社会科を合わせた教科である
かのように捉えられていた時期もあったが，その後，
教科としての独自性も明確になり，幼稚園から小学
校への接続という観点からもその意義が見直されて
いる。ただ，一方では，以前の低学年理科や社会科
の復活を望む声もあり，「総合的な学習の時間」と
ともに，学習指導要領改訂のたびに存続が話題にな
るのも事実である。
　生活科が登場して以来，学力については様々な議
論があり，学力観は大きく変化してきた。「総合的
な学習の時間」が導入された平成10年の学習指導
要領改訂の際には，「生きる力」という全人的な能
力が教育目標として掲げられ，「自分で課題を見つ
け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，
よりよく問題を解決する資質や能力」の育成が目指
されるようになった。「総合的な学習の時間」の導
入に象徴されるように，知識を教え込むのではなく，
それを自ら習得していくための学び方の学習や，学
ぼうとする意欲や関心が重視されるようになった。
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　しかし，その後，このような学力観の転換が基礎
学力の低下を招いたとして学習指導要領のあり方が
批判されるようになった。これは，ゆとり世代に対
する批判と相まって，大きな動きとなり，平成15
年には学習指導要領の一部改正が行われた。この改
正によって，それまで「標準」とされてきた学習指
導要領が，指導する内容の「最低基準」となり，児
童生徒の実態をふまえて学習指導要領に示されてい
ない内容も加えて指導することができるようになっ
た。この流れをうけて，次の平成20年の改訂の際
には，「総合的な学習の時間」の授業時数が減らさ
れるなど，大きな見直しが図られ，基礎的基本的な
知識や技能の習得が一層重視されるようになった。
この平成20年の改訂においては，学力低下論の中
で生活科に向けられた批判を受けて，生活科にも変
化が見られた。生活科は活動を通して学ぶ教科であ
り，その意味で内容と方法が一体化しているのであ
るが，そのように活動が中心となる学習が，ただ「遊
んでいる」としか見なされず，学力低下を招くだけ
ではなく，学習へと向かう姿勢や学習のための規律
を身に付けることを妨げているとの批判があったの
である。平成20年の改訂において生活科は存続し
たが，存続の危機を迎えていたといっても過言では
ないだろう。
　平成20年の改訂において基礎学力重視の方向へ
の転換が見られたが，今回の平成29年の改訂では，
学力そして，教育課程について大きな転換が図られ
た。それは，従来のコンテンツすなわち教育内容を
ベースにした学習指導要領から，コンピテンシー，
つまり育成すべき資質・能力をベースとするものへ
の転換ということである。従来，学習指導要領にお
いては，「何を教えるか」ということを示すことが
基本になっていた。そして，そこに示されていた内
容の教授を通して，技能等の他の学力の育成がなさ
れていた。それに対して，今回の平成29年の改訂
においては，それに先立って示された中央教育審議
会の答申を受けて，育成すべき資質・能力が示され，
その資質・能力を育成するために，どのような内容
を教えなければならないかを教師が考えることが求
められるようになったのである。このような変化を
ふまえて，学習指導要領の構造それ自体も大きく変
わることになったのである。ただ，この変化は生活
科の特質には合っていたとも言える。なぜなら，従
来から，内容と方法が一体化していると考えられ，
特定の知識や技能の教授を明確には目標としてこな
かったからである。
　本稿では，以上のような学習指導要領の近年の変
遷をふまえつつ，その中で生活科がどのように変化
をして，授業づくりがどのように変わってきたかを
明らかにしていきたい。
　また，本稿では，以上のような生活科の変化をふ
まえつつ，その変化に対応し時代や社会の変化に応
じた生活科授業を行うことができる教師の力量形成
のあり方についても検討していく。その際に理論的
基盤とするのは岡山大学大学院教育学研究科が取り
組んできた教科内容構成の研究である。教科内容構
成とは，教科の学習指導力を高めるために不可欠で
ある指導法と教科の内容に関する知識・技能を統合
し，応用するプロセスを意図的，計画的に展開しよ
うとする試みである。従来の教員養成プログラムに
おいては，この二つの授業は，担当者が全く異なり，
連携して教えられることもなかったため，カリキュ
ラム上は併記されながらも関連付けられてはいな
かった。そのため，指導法と教科専門の統合・応用
は学習者自身の努力に任されてきたのである。この
ことが，理論と実践の往還を実質的に困難にし，実
践的な力量を身に付けた教師の育成の妨げになって
いたのである。本稿では，このような状況の克服を
目指して岡山大学大学院教育学研究科が取り組んで
きた教科内容構成の成果を活かして，教員養成プロ
グラムにおける生活科にかかわる科目の目標，内容，
方法を検討し，具体的なプランを提案していく。
　以上のような二つの課題に取り組むことで，これ
からの生活科について，授業づくりと教員養成の両
面から今後の展望を示していきたいと考えている。
Ⅱ．生活科の現状と課題
１ ．生活科の特質
　生活科の教科目標は，平成元年に設置されて以降，
大きな変化は見られない。目標は下記のようになっ
ている。
《平成元年版》
　具体的な活動や体験を通して，自分と身近な社会
や自然とのかかわりに関心をもち，自分自身や自分
の生活について考えさせるとともに，その過程にお
いて生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ，自立
への基礎を養う。
《平成10年及び平成20年版》
　具体的な活動や体験を通して，自分と身近な人々，
社会及び自然とのかかわりに関心をもち，自分自身
や自分の生活について考えさせるとともに，その過
程において生活上必要な習慣や技能を身に付けさ
せ，自立への基礎を養う。
　このように，平成元年版から変化しているのは，
対象として社会及び自然に人々が加わっただけであ
る。この生活科の目標は，次のように５つの要素に
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分けて論じられることが多い。
  ⑴ 具体的な活動や体験を通して
  ⑵ 自分と身近な人々，社会及び自然とのかかわ
　   りに関心をもち
  ⑶ 自分自身や自分の生活について考えさせると
　   ともに
  ⑷ 生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ
  ⑸ 自立への基礎を養う
このうち⑸が生活科の究極的な目標であり，それを
達成するための手段が⑴である。そして，⑵から⑷
は，学習の中で行われることを指している。このよ
うに考えると，生活科は，活動や体験を内容として，
自立への基礎を育てる教科であると言える。そして，
この生活科の教科目標を構造的に分析することで，
生活科の教科としての本質が明らかになる。そこで
鍵となるのは，⑵の「自分の身近な人々，社会及び
自然とのかかわり」である。自立への基礎について
は，それは「学習上の自立」，「生活上の自立」，「精
神的な自立」であると解説では述べられているが，
このような人格全体にかかわる資質・能力は週に２
時間程度の生活科の授業のみで育成され得るもので
はなく，この自立への基礎という概念だけで生活科
の本質を規定することはできない。そのため，教科
目標を構造的に分析する必要が生じ，それによって
明らかになる生活科での自立への基礎とは，自分自
身や自分の生活について，自分の身近な人々，社会
及び自然とのかかわりを通して考えることによって
育成されるものとなるのである。理科や社会科が，
自然や社会を対象として学ぶ教科であるのに対し
て，生活科は，それらを自分とのかかわりにおいて
学習する教科であると言え，理科や社会科とは異な
る生活科の独自性がここに表れているのである。こ
の点について，1989年に発刊された生活科の指導
書には，下記のように記されている。
　　 　生活科においては，社会的事象や自然の事物・
現象のあれこれを客観的にとらえることが主た
るねらいではなく，生活者として社会や自然に
どのようにかかわるかを重視している。例えば，
社会とのかかわりでは，学校や家庭の様子など
がだだ分かればよいというだけではなく，自分
もその中で生活するものとして，学校や家庭で
よりよく生活できるようになることが目指され
ているのである。また，自然とのかかわりでは，
飼育・栽培は動植物の成長や変化の様子が分か
ることに主たるねらいがあるのではなく，それ
らを大切にしたり，愛情を持って育てたりする
ことが求められているのである。このような主
体的なかかわりは自立への基礎を養う上で大切
である1)。
　このように，生活科においては「子ども＝生活者」
という視点にたった「かかわり」が重視されている。
この点については，戸田善治は，「生活科は，『かか
わり』を『子ども＝生活者』という視点に立ったも
のに限定することにより，従来の低学年理科・社会
科とは別個の教科として成立し得たといえよう。こ
のように限定するからこそ，生活科暦や生活マップ
が作成できるのであり，それに基づいて年間活動計
画や授業計画が組織できるのである」と述べている
２)。しかし，このような視点は，子どもの自然や社
会を常識の範囲にとどめてしまう。戸田は，「授業
という意図的・計画的な営みがなくとも，それは子
どもが日常生活の中で習得することが可能なもので
あり，常識として地域社会の大人や両親から子ども
へと継承されていったものである」３)と疑問を投げ
かけたうえで，次のように述べている。
　　 　生活科は地域社会や家庭の教育機能を代替す
るものとして登場したものと解釈できる。生活
科授業で育成される「自立への基礎」とは，伝
統的・常識的「かかわり」に即して伝統的・常
識的な生活をしようとする態度であり実際に生
活する能力であるといえよう４)。
　このような生活科の特質は，生活科の問題点でも
ある。この点について，少々長くなるが戸田の指摘
を以下に引用しよう。
　　 　子どものとらえ方には，子ども＝小さな大人，
子ども＝将来の科学者，子ども＝小さな科学者
など，多様なものが考えられるし，それらに対
応した「かかわり」とその対象となりうる事物・
事象も想定できる。その中で，生活科は，子ど
ものとらえ方を「子ども＝生活者」に限定して
いるのである。
　　…（中略）…
　　 　生活科授業では，ある特定の事物・事象に対
して複数の「かかわり」が想定できる中で，そ
の中の一つだけを取り上げ，子どもに提示する
ことになろう。そうすることによって，その事
物・事象への対応は伝統的・常識的「かかわり」
一つしかないという錯覚を子どもに与え，その
「かかわり」を疑うことのない生活者を育成す
るにとどまることになろう。生活科授業には，
伝統的・常識的「かかわり」を習得した生活者
を育てようという視点は見られるが，その「か
かわり」自身を批判的に学習しようという視点
が欠落している5)。
　以上のような戸田の指摘をふまえて，筆者もかつ
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　具体的な活動や体験を通して，自分と身近な社会
や自然とのかかわりに関心をもち，自分自身や自分
の生活について考えさせるとともに，その過程にお
いて生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ，自立
への基礎を養う。
《平成10年及び平成20年版》
　具体的な活動や体験を通して，自分と身近な人々，
社会及び自然とのかかわりに関心をもち，自分自身
や自分の生活について考えさせるとともに，その過
程において生活上必要な習慣や技能を身に付けさ
せ，自立への基礎を養う。
　このように，平成元年版から変化しているのは，
対象として社会及び自然に人々が加わっただけであ
る。この生活科の目標は，次のように５つの要素に
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て，このような生活科の目標に疑問を投げかけた。
それは，以下の通りである。
　　 　「自立への基礎」という言葉で表現されてい
る生活科の本質とでもいうべき究極的な目標
は，結果的に授業の中心的なねらいとしてはふ
さわしいものではなく，必要に応じて指導すべ
きものとしていたはずの生活上必要なマナーや
きまりを身に付けさせることとなっていたので
ある。学習指導要領生活科は，地域や家庭で従
来なされていた教育を肩代わりするものとして
発足した面は確かにあるが，たんなる躾で終わ
るものではないと構想されていた。確かに児童
に自分自身や自分の生活について考えさせるこ
とを通して，そのような態度や行動を身に付け
させるということから言えば，たんなる躾では
ないとも言える。しかし，育成される態度や行
動はその域を越えるものとはなっていないので
ある6)。
　筆者は，以上のような指摘をふまえて，生活科の
授業を「環境順応型」，「環境適応型」，「環境克服型」
に類型化し，「児童が自らに与えられた環境に対し
てどのように対応すべきかを自分で考え，それを乗
り越えていけるような考え方や行動の仕方を見出す
ために必要な基礎的な知識や能力を身に付けさせよ
うとする」ものである環境克服型の生活科授業を目
指すべきということを主張した。
　以上のような生活科の教科としての本質は，現在
までも基本的には変わっていないと考えられる。そ
のうえで，次節では生活科の現状について検討した
い。
２．生活科の現状
　先に述べたように，生活科の教科目標は，平成10
年版と平成20年版では変わっていない。平成20年
版の解説において，中教審答申で指摘された生活科
の改善の基本方針は次の通りである。
　　・ 具体的な活動や体験を通して，人や社会，自然
とのかかわりに関心をもち，自分自身につい
て考えさせるとともに，その過程において生
活上必要な習慣や技能を身に付けさせると
いったその趣旨の一層の実現を図るため，人
や社会，自然とかかわる活動を充実し，自分自
身についての理解などを深めるよう改善を図る
　　・ 気付きの質を高め，活動や体験を一層充実す
るための学習活動を重視する。また，科学的
な見方・考え方の基礎を養う観点から，自然
の不思議さや面白さを実感する学習活動を取
り入れる
　　・ 児童を取り巻く環境の変化を考慮し，安全教
育を充実することや自然の素晴らしさ，生命
の尊さを実感する学習活動を充実する。また，
小学校における教科学習への円滑な接続のた
めの指導を一層充実するとともに，幼児教育
との連携を図り，異年齢での教育活動を一層
推進する。
　この中で注目すべきは，第二の指摘である。「気
付きの質を高め」るという点である。生活科は活動
や体験を重視する教科であるが，活動や体験自体が
目的ではなく，それを通して知的な気づきを促すこ
とが重要であると指摘されている。そして，気付き
の質を高めることが活動や体験の充実にもつながる
と述べられている。この改善の基本方針をふまえて，
教科目標に変わりはなかったものの，学年の目標に
ついては変化が見られた。２学年分が合わせて示さ
れている学年の目標は，以下の通りである。
　　⑴  自分と身近な人々及び地域の様々な場所，
公共物などとのかかわりに関心をもち，地域
のよさに気付き，愛着をもつことができるよ
うにするとともに，集団や社会の一員として
自分の役割や行動の仕方について考え，安全
で適切な行動ができるようにする。
　　⑵ 　自分と身近な動物や植物などの自然とのか
かわりに関心をもち，自然のすばらしさに気
付き，自然を大切にしたり，自分たちの遊び
や生活を工夫したりすることができるように
する。
　　⑶ 　身近な人々，社会及び自然とのかかわりを
深めることを通して，自分のよさや可能性に
気付き，意欲と自信をもって生活することが
できるようにする。
　　⑷ 　身近な人々，社会及び自然に関する活動の
楽しさを味わうとともに，それらを通して気
付いたことや楽しかったことなどについて，
言葉，絵，動作，劇化などの方法により表現
し，考えることができるようにする。
　この中で，⑶の目標が新たに加えられたもので，
自分自身に関する目標である。この自分自身に関す
る目標が明確に位置付けられたことによって，生活
科の教科としての性格が，内容の面からも一層明確
になった。生活科の学習内容を構成する基本的視点
には，次の三点がある。
  ⑴ 自分と人や社会とのかかわり
  ⑵ 自分と自然とのかかわり
  ⑶ 自分自身
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この基本的視点に加えて具体的な視点が示され，そ
れらをふまえて低学年児童にかかわってほしい学習
対象が選び出され，９点に整理された。それが，以
下の通りである。
①学校の施設　②学校で働く人　③友達　④通
学路　⑤家族　⑥家庭　⑦地域で生活したり働
いたりしている人　⑧公共物　⑨公共施設　⑩
地域の行事・出来事　⑪身近な自然　⑫身近に
ある物　⑬動物　⑭植物　⑮自分のこと
　そして，これら15の内容は，三つの階層に分類
され構造化された。その三つの階層とは以下の通り
である。
■児童の生活圏としての環境に関する内容⑴～⑶
■自らの生活を豊かにしていくために低学年の時期
に体験させておきたい活動に関する内容⑷～⑻
■自分自身の生活や成長に関する内容⑼
このように，自分の成長が，階層の最上部に位置づ
けられ，それを中心に生活科の学習内容は構造化さ
れている。解説には，この構造について次のような
説明がなされている。
　　 　第３の階層に，自分自身の生活や成長に関す
る内容⑼「自分の成長」を位置付け，内容⑴～
⑻のすべての内容との関連が生まれる階層とし
てとらえていく。したがって，内容 (9)は，一
つの内容だけで独立した単元の構成も考えられ
るし，他のすべての内容と関連させて単元を構
成することも考えられる。
　すなわち，この「自分の成長」に関する内容は，
一つの独立した単元を構成し得るものであるが，そ
の一方で，他のすべての内容と関連し得るものでも
あり，言い換えると，生活科のすべての学習内容は，
最終的には，「自分の成長」に結びつくものである
と考えられるのである。
　このように，先述した「かかわり」において人々，
社会及び自然を捉える点に加えて，「自分の成長」
を振り返ることへと最終的につながることが生活科
の特質として明確になったのである。生活科の内容
をより具体的に示しながら整理した表が，解説の中
には示されている。それが下記である。
?? ??
学習対象・学習活動等 思考・認識等 能力・態度等
???????????
⑴ ▪学校の施設の様子及び先生など学校生活を支えている人々や友達のことが分かる▪通学路の様子やその安全を守っている人々などに関心をもつ
▪楽しく安心して遊びや生活ができる
▪安全や登下校ができる
⑵
▪家庭生活を支えている家族のことや自分でできることなどについて考える ▪自分の役割を積極的に果たすとと
もに，規則正しく健康に気を付け
て生活することができる
⑶
▪自分たちの生活は地域で生活したり働いたりしている人々や様々な場所とか
かわっていることが分かる
▪それらに親しみや愛情をもち，人々
と親切に接することや安全に生活
することができる
???????????????????
⑷
▪公共物や公共施設を利用する ▪身の回りにはみんなで使うものがあるこ
とやそれを支えている人々がいることな
どが分かる
▪それらを大切にし，安全に気を付
けて正しく利用することができる
⑸
▪身近な自然を観察したり，季節
や地域の行事にかかわる活動を
行ったりなどする
▪四季の変化や季節によって生活の様子が
変わることに気付く
▪自分たちの生活を工夫したり楽し
くしたりできる
⑹
▪身近な自然を利用したり，身近に
ある物を使ったりなどして，遊び
や遊びに使う物を工夫してつくる
▪その面白さや自然の不思議さに気付く ▪みんなで遊びを楽しむことができる
⑺
▪動物を飼ったり植物を育てたりする ▪それらの育つ場所，変化や成長の様子に
関心をもち，また，それらは生命をもっ
ていることや成長していることに気付く
▪生き物への親しみをもち，大切に
することができる
⑻ ▪自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行う
▪身近な人々とかかわることの楽しさが分
かる
▪進んで交流することができる
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
⑼
▪自分自身の成果を振り返る ▪多くの人々の支えにより自分が大きく
なったこと，自分でできるようになった
こと，役割が増えたことなどが分かる
▪これまでの生活や成長を支えてく
れた人々に感謝の気持ちをもつと
ともに，これからの成長への願い
をもって，意欲的に生活すること
ができる
３．生活科の課題と今後の展望
　平成20年版学習指導要領までの生活科の変遷を
検討すると，生活科には，人々，社会及び自然を自
分とのかかわりにおいて捉えさせるという特質があ
るものの，そのためにそれらを捉える視点を制約し，
常識的・伝統的なかかわりを身に付けさせようとす
るものになっているという課題があった。その後，
その基本的な性格は維持しつつも，知的な気付きの
質を高めることが目指されることになり，学習内容
が整理，階層化された。こうして，生活科の特質に
自分の成長を振り返ることが加わった。このような
変化は，生活科がそもそも，社会的なものと自然的
なものを一体としてとらえるという子どもの認識の
特性をふまえて設置されたことが考えると当然のこ
ととも言える。すなわち，自分との関係において社
会や自然を一体のものとしてとらえ，最終的には，
自分の成長や自分自身に対する気付きを高め，態度
や行動を変容させていくことが生活科の本来の目指
すところなのである。
　本節では，資質・能力ベースに転換した平成29
年版学習指導要領において，生活科が教育課程全体
の変化を受けてどのように変わっていったかを検討
していきたい。
　今回の学習指導要領改訂の基本方針としては，次
のような点を指摘できる。
・社会と連携した「社会に開かれた教育課程」
・育成を目指す資質・能力の明確化
・「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラー
ニング）の実現
??????
??????????????????
????????
?
??
????????
?
??
?????
?
???
?????
?
?
?????
?
?????
■自分自身の生活
　や成長に関する
　内容
■自らの生活を豊
　かにしていくた
　めに低学年の時
　期に体験させて
　おきたい活動に
　関する内容
■児童の生活圏と
　しての環境に関
　する内容
図　生活科の内容の階層性（解説より引用）
表　生活科の内容（解説より引用）
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て，このような生活科の目標に疑問を投げかけた。
それは，以下の通りである。
　　 　「自立への基礎」という言葉で表現されてい
る生活科の本質とでもいうべき究極的な目標
は，結果的に授業の中心的なねらいとしてはふ
さわしいものではなく，必要に応じて指導すべ
きものとしていたはずの生活上必要なマナーや
きまりを身に付けさせることとなっていたので
ある。学習指導要領生活科は，地域や家庭で従
来なされていた教育を肩代わりするものとして
発足した面は確かにあるが，たんなる躾で終わ
るものではないと構想されていた。確かに児童
に自分自身や自分の生活について考えさせるこ
とを通して，そのような態度や行動を身に付け
させるということから言えば，たんなる躾では
ないとも言える。しかし，育成される態度や行
動はその域を越えるものとはなっていないので
ある6)。
　筆者は，以上のような指摘をふまえて，生活科の
授業を「環境順応型」，「環境適応型」，「環境克服型」
に類型化し，「児童が自らに与えられた環境に対し
てどのように対応すべきかを自分で考え，それを乗
り越えていけるような考え方や行動の仕方を見出す
ために必要な基礎的な知識や能力を身に付けさせよ
うとする」ものである環境克服型の生活科授業を目
指すべきということを主張した。
　以上のような生活科の教科としての本質は，現在
までも基本的には変わっていないと考えられる。そ
のうえで，次節では生活科の現状について検討した
い。
２．生活科の現状
　先に述べたように，生活科の教科目標は，平成10
年版と平成20年版では変わっていない。平成20年
版の解説において，中教審答申で指摘された生活科
の改善の基本方針は次の通りである。
　　・ 具体的な活動や体験を通して，人や社会，自然
とのかかわりに関心をもち，自分自身につい
て考えさせるとともに，その過程において生
活上必要な習慣や技能を身に付けさせると
いったその趣旨の一層の実現を図るため，人
や社会，自然とかかわる活動を充実し，自分自
身についての理解などを深めるよう改善を図る
　　・ 気付きの質を高め，活動や体験を一層充実す
るための学習活動を重視する。また，科学的
な見方・考え方の基礎を養う観点から，自然
の不思議さや面白さを実感する学習活動を取
り入れる
　　・ 児童を取り巻く環境の変化を考慮し，安全教
育を充実することや自然の素晴らしさ，生命
の尊さを実感する学習活動を充実する。また，
小学校における教科学習への円滑な接続のた
めの指導を一層充実するとともに，幼児教育
との連携を図り，異年齢での教育活動を一層
推進する。
　この中で注目すべきは，第二の指摘である。「気
付きの質を高め」るという点である。生活科は活動
や体験を重視する教科であるが，活動や体験自体が
目的ではなく，それを通して知的な気づきを促すこ
とが重要であると指摘されている。そして，気付き
の質を高めることが活動や体験の充実にもつながる
と述べられている。この改善の基本方針をふまえて，
教科目標に変わりはなかったものの，学年の目標に
ついては変化が見られた。２学年分が合わせて示さ
れている学年の目標は，以下の通りである。
　　⑴  自分と身近な人々及び地域の様々な場所，
公共物などとのかかわりに関心をもち，地域
のよさに気付き，愛着をもつことができるよ
うにするとともに，集団や社会の一員として
自分の役割や行動の仕方について考え，安全
で適切な行動ができるようにする。
　　⑵ 　自分と身近な動物や植物などの自然とのか
かわりに関心をもち，自然のすばらしさに気
付き，自然を大切にしたり，自分たちの遊び
や生活を工夫したりすることができるように
する。
　　⑶ 　身近な人々，社会及び自然とのかかわりを
深めることを通して，自分のよさや可能性に
気付き，意欲と自信をもって生活することが
できるようにする。
　　⑷ 　身近な人々，社会及び自然に関する活動の
楽しさを味わうとともに，それらを通して気
付いたことや楽しかったことなどについて，
言葉，絵，動作，劇化などの方法により表現
し，考えることができるようにする。
　この中で，⑶の目標が新たに加えられたもので，
自分自身に関する目標である。この自分自身に関す
る目標が明確に位置付けられたことによって，生活
科の教科としての性格が，内容の面からも一層明確
になった。生活科の学習内容を構成する基本的視点
には，次の三点がある。
  ⑴ 自分と人や社会とのかかわり
  ⑵ 自分と自然とのかかわり
  ⑶ 自分自身
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・カリキュラム・マネジメントの推進
これらの基本方針を受けて，次の４点が生活科にお
いてさらに充実を図るべき事項として示された。
　　 ・ 活動を行うことで低学年らしい思考や認識を
確かに育成し，次の活動へつなげる学習活動
を重視すること。「活動あって学びなし」と
の批判があるように，具体的な活動を通して，
どのような思考力等が発揮されるか十分に検
討する必要がある。
　　 ・ 幼児期の教育において育成された資質・能力
を存分に発揮し，各教科等で期待される資質・
能力を育成する低学年教育として滑らかに連
続，発展させること。幼児期に育成された資
質・能力と小学校低学年で育成する資質・能
力とのつながりを明確にし，そこでの生活科
の役割を考える必要がある。
　　 ・ 幼児期の教育との連携や接続を意識したス
タートカリキュラムについて，生活科固有の
課題としてではなく，教育課程全体を視野に
入れた取組とすること。スタートカリキュラ
ムの具体的な姿を明らかにするとともに，国
語科，音楽科，図画工作科などの他教科等と
の関連についてもカリキュラム・マネジメン
トの視点から検討し，学校全体で取り組むス
タートカリキュラムとする必要がある。
　　 ・ 社会科や理科，総合的な学習の時間をはじめ
とする中学年の各教科等への接続を明確にす
ること。単に中学年の学習内容の前倒しにな
らないよう留意しつつ，育成を目指す資質・
能力や「見方・考え方」のつながりを検討す
ることが必要である。
この４点のうち，留意すべきは最初に示されている
活動における思考力等の育成と，最後に示されてい
る育成を目指す資質・能力や「見方・考え方」のつ
ながりとの検討ということであろう。活動や体験を
重視しつつも，それだけでは十分ではないというこ
とは従来から指摘されていたが，生活科においても
思考力や，それと深く関わりのある「見方・考え方」
に着目すべきことが求められるようになったのであ
る。この方針を受けて，生活科においても目標や内
容といったそれぞれのレベルで改善がなされた。
　目標については，教科目標が下記のように改めら
れた。
　具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わ
る見方・考え方を生かし，自立し生活を豊かにして
いくための資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
　 ⑴ 活動や体験の過程において，自分自身，身近な
人々，社会及び自然の特徴やよさ，それらの関
わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や
技能を身に付けるようにする。
　⑵ 身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで
捉え，自分自身や自分の生活について考え，表
現することができるようにする。
　⑶ 身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意
欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたり
しようとする態度を養う。
　解説によると，この目標は大きくは二つの部分に
分けられ，前段で示されているものが生活科の特質，
教科固有の見方・考え方，育成すべき児童の姿であ
り，後段の⑴～⑶で示されているものが，生活科で
育成すべき資質・能力である。
　このうち特に注目すべきは，今回の改訂において，
すべての教科で導入された「見方・考え方」に関す
る説明である。「身近な生活に関わる見方・考え方」
とは何であろうか。解説の中で，一般的には，次の
ように説明されている。
　ここでいう見方・考え方とは，各教科等における
学びの過程で「どのような視点で物事を捉え，どの
ような考え方で思考していくのか」ということであ
り，各教科等を学ぶ本質的な意義でもある。また，
大人になって生活していくに当たっても重要な働き
をするものであり，教科等の教育と社会とをつなぐ
ものでもある。
　すなわち，物事を捉える視点が見方であり，どの
ように試行していくかを示すものが考え方なのであ
る。さらに，生活科における見方・考え方について
は，より詳しく次のような説明がなされている。
　　 　身近な生活に関わる見方は，身近な生活を捉
える視点であり，身近な生活における人々，社
会及び自然などの対象と自分がどのように関
わっているのかという視点である。また，身近
な生活に関わる考え方は，自分の生活において
思いや願いを実現していくという学習過程の中
にある思考であり，自分自身や自分の生活につ
いて考えることやそのための方法である。
　見方とは，かかわりを捉える視点であり，考え方
とは，かかわりをふまえて考える方法であるとも言
えよう。また，見方・考え方を生かしというように，
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それらをただ享受すべきものととらえるのではな
く，児童自身が既に有している見方・考え方を発揮
するということを目指している点は注目すべきであ
ろう。これは他の教科にも共通に言えることである
が，見方・考え方は従来の知識とは異なり暗記すべ
き対象ではない。それは学習の過程において活用さ
れることで確かなものとなり成長していくものなの
である。その意味では，生活科の授業においては，
活動や体験を通して，児童が既に有している見方・
考え方を使って思考したり判断したりすることを保
障していかなければならないのである。
　そして，後段の⑴～⑶は資質・能力を示している。
⑴が「知識及び技能の基礎」に関わるもの，(2)が「思
考力，判断力，表現力等の基礎」に関わるもの，そ
して，⑶が「学びに向かう力，人間性等」に関わる
ものである。このように，生活科においては資質・
能力の三つの柱全てに関して目標が設定されてい
る。これら三つの目標は，従来から示されていた要
素を，今回求められた資質・能力の観点から再編し
たとも言える。ただし，いくつか注目すべきところ
もある。第一は，⑴の知識及び技能の基礎に関わる
目標において，関わりが気付きの対象として明確に
位置付けられたことである。従来の学習指導要領で
は，「かかわり」と平仮名表記されていたものが「関
わり」という表記になり，知的な気付きの対象とし
て一層重視されるようになったとも考えられる。第
二に注目すべき点は，同様に関わりに関する記述で
あるが，⑵で示されているように，自分自身や自分
の生活について考える前提として，身近な人々，社
会及び自然を自分の関わりで捉えることが求められ
るようになった点である。考え方の中に関わりが明
確に位置付けられるようになったとも言えよう。
　次に内容に関して言えば，大きな変化はなく，前
回の改訂によって示された内容の階層化に伴う類型
が明確に示され，〔学校，家庭及び地域の生活に関
する内容〕，〔身近な人々，社会及び自然と関わる生
活に関する内容〕，〔自分自身の生活や成長に関する
内容〕の三つにあらかじめ整理されて示されるよう
になったという点が変わったところである。思考力・
判断力・表現力等の育成との関係などを明確に示す
ような見直しがなされているとはいえ，内容自体に
削除や追加があったわけではない。
　以上のように，全体的にみると，生活科に関して
言えば，今回の学習指導要領改訂の方向性は，従来
から生活科が持っていた教科としての特質に合致す
るものであり，それを大きく進展させるものであっ
たと考えらえる。そのため，今回の改訂によって生
活科の目標や内容が大きく転換されることはなく，
その基本的性格を保持したまま，形式が改訂指導要
領の枠組みに沿って整えられたと見なすことができ
るだろう。以上のような新指導要領生活科の分析を
ふまえると，生活科のこれからの課題として，以下
の三点を挙げることができよう。
① 活動や体験を重視しつつも，それらを通して育成
すべき見方・考え方を明確にして，既に児童が有
している見方・考え方を働かせるような学習を設
定すること。
② 学習を通して見方・考え方が成長することができ
るように，思考力・判断力・表現力等の育成が図
られること。
③ 以上の①や②の到達を見取ることができるような
適切な課題が学習の中で提示されること。
　このように考えると，もはや「活動あって学びな
し」という状況は許されない。子どもが意欲的に取
り組んでいたとか，子どもが生き生きと活動してい
たということは授業の光景として当然求められるも
のであったとしても，それで十分とは決して言えな
い。見方・考え方の成長が見られ，思考力・判断力・
表現力等の育成が図られていなければ，教科の学習
としての要件を満たしているとは見なされないので
ある。３回の改訂を乗り越えて生活科は存続したが，
今回，生活科に向けて吹いた追い風に乗ることがで
きなければ，その存在が再び問われる事態に陥るか
もしれない。
Ⅲ ．教科内容構成の成果をふまえた生活科の指導力
育成
１．生活科指導力育成の原理―教科内容構成とは―
　前章で述べたような学習指導要領の改訂を中心と
する学校の教育課程改革の動きとともに，教員養成
の改革も急ピッチで進められている。本章では，教
育課程改革の動きをふまえながら，現在進められて
いる教員養成改革の動向をふまえた時，生活科を指
導する教師の指導力として何が求められるのか，そ
れを養成段階においてどのように育成すべきなのか
を検討していきたい。
　まず，注目したいのは，岡山大学大学院教育学研
究科が取り組んできた教科内容構成の研究である。
先にも述べたように，教科内容構成の研究とは，教
師を目指す学生が，「内容」と「指導法」に関する
知識・技能を統合，応用し，「どのような内容をど
のように教えるのか」を考えて，授業あるいは授業
内での教授・学習活動を設計・実施できるようにな
ることを目指し，そのための教員養成プログラムの
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・カリキュラム・マネジメントの推進
これらの基本方針を受けて，次の４点が生活科にお
いてさらに充実を図るべき事項として示された。
　　 ・ 活動を行うことで低学年らしい思考や認識を
確かに育成し，次の活動へつなげる学習活動
を重視すること。「活動あって学びなし」と
の批判があるように，具体的な活動を通して，
どのような思考力等が発揮されるか十分に検
討する必要がある。
　　 ・ 幼児期の教育において育成された資質・能力
を存分に発揮し，各教科等で期待される資質・
能力を育成する低学年教育として滑らかに連
続，発展させること。幼児期に育成された資
質・能力と小学校低学年で育成する資質・能
力とのつながりを明確にし，そこでの生活科
の役割を考える必要がある。
　　 ・ 幼児期の教育との連携や接続を意識したス
タートカリキュラムについて，生活科固有の
課題としてではなく，教育課程全体を視野に
入れた取組とすること。スタートカリキュラ
ムの具体的な姿を明らかにするとともに，国
語科，音楽科，図画工作科などの他教科等と
の関連についてもカリキュラム・マネジメン
トの視点から検討し，学校全体で取り組むス
タートカリキュラムとする必要がある。
　　 ・ 社会科や理科，総合的な学習の時間をはじめ
とする中学年の各教科等への接続を明確にす
ること。単に中学年の学習内容の前倒しにな
らないよう留意しつつ，育成を目指す資質・
能力や「見方・考え方」のつながりを検討す
ることが必要である。
この４点のうち，留意すべきは最初に示されている
活動における思考力等の育成と，最後に示されてい
る育成を目指す資質・能力や「見方・考え方」のつ
ながりとの検討ということであろう。活動や体験を
重視しつつも，それだけでは十分ではないというこ
とは従来から指摘されていたが，生活科においても
思考力や，それと深く関わりのある「見方・考え方」
に着目すべきことが求められるようになったのであ
る。この方針を受けて，生活科においても目標や内
容といったそれぞれのレベルで改善がなされた。
　目標については，教科目標が下記のように改めら
れた。
　具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わ
る見方・考え方を生かし，自立し生活を豊かにして
いくための資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
　 ⑴ 活動や体験の過程において，自分自身，身近な
人々，社会及び自然の特徴やよさ，それらの関
わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や
技能を身に付けるようにする。
　⑵ 身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで
捉え，自分自身や自分の生活について考え，表
現することができるようにする。
　⑶ 身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意
欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたり
しようとする態度を養う。
　解説によると，この目標は大きくは二つの部分に
分けられ，前段で示されているものが生活科の特質，
教科固有の見方・考え方，育成すべき児童の姿であ
り，後段の⑴～⑶で示されているものが，生活科で
育成すべき資質・能力である。
　このうち特に注目すべきは，今回の改訂において，
すべての教科で導入された「見方・考え方」に関す
る説明である。「身近な生活に関わる見方・考え方」
とは何であろうか。解説の中で，一般的には，次の
ように説明されている。
　ここでいう見方・考え方とは，各教科等における
学びの過程で「どのような視点で物事を捉え，どの
ような考え方で思考していくのか」ということであ
り，各教科等を学ぶ本質的な意義でもある。また，
大人になって生活していくに当たっても重要な働き
をするものであり，教科等の教育と社会とをつなぐ
ものでもある。
　すなわち，物事を捉える視点が見方であり，どの
ように試行していくかを示すものが考え方なのであ
る。さらに，生活科における見方・考え方について
は，より詳しく次のような説明がなされている。
　　 　身近な生活に関わる見方は，身近な生活を捉
える視点であり，身近な生活における人々，社
会及び自然などの対象と自分がどのように関
わっているのかという視点である。また，身近
な生活に関わる考え方は，自分の生活において
思いや願いを実現していくという学習過程の中
にある思考であり，自分自身や自分の生活につ
いて考えることやそのための方法である。
　見方とは，かかわりを捉える視点であり，考え方
とは，かかわりをふまえて考える方法であるとも言
えよう。また，見方・考え方を生かしというように，
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あり方を検討することである。しかし，これは決し
て容易なことではない。なぜなら，そのためには，
多様な視点から教科内容を考察し，総合的な判断の
もとで何を取り上げてどのような順で教えるべきか
を決定していくことが求められるからである。それ
は，単純に教科書に示された内容を，目次に示され
た順に教えていけばよいということではない。地域
や学校，児童生徒の実態に合わせて学習活動を構想
し，組織化していくことが求められ，そのプロセス
は極めて複雑なものになるのである。そのプロセス
に関しては，大まかに次の二つの段階が設定された。
《プロセス①》 
　学校の教育目標を実現するために，各教科におい
て，学習指導要領とそれに基づいて作成された教科
書に則りながらも，それらを越えて，子どもの発達
段階や学習状況，教科内容の系統性，原理を考慮し
て，どの段階でどのような内容，教材を用いて指導
するのが相応しいのかを検討，計画する 
《プロセス②》 
　全体の指導計画の中に位置づけて，それぞれの授
業の指導案を作成して実施した後，授業を振り返り
改善を行う（教科書教材の再構成，補充および教材
の差し替えなどを含む）
　プロセス①においては，学問の内容の系統性をふ
まえながら，その内容を子どもの発達段階や社会の
ニーズを考慮して，学習指導要領に示された教科の
目標を実現するように組みなおしていくことにな
る。そして，プロセス②においては，教科書をふま
えて指導案を作成し授業を実施したうえで，その成
果を振り返り改善を図ることである。このような二
段階のプロセスを教員養成プログラムの原理として
取り入れることで，教科の指導法に関する知識・技
能と教科の内容に関するそれが統合され，さらには，
大学で学んだ理論と，教育現場の実践がつながり，
理論と実践の往還が実質化されるのである。
　今回，生活科の指導力育成を考えるにあたって，
教科内容構成の研究の他に，現在の教員養成改革の
一環として，文部科学省教職課程コアカリキュラム
の在り方に関する検討会によって示された教職課程
コアカリキュラム案についても検討をした。教員養
成が大学で行われる以上は，そこには各大学の独自
性が反映されるべきだが，どのような教員養成カリ
キュラムであっても共通に満たすべき要件としてこ
のコアカリキュラム案をふまえることにした。コア
カリキュラム案の中では，各教科の指導法も取り上
げられており，全体目標，一般目標，到達目標が示
されている。
　全体目標では，「当該教科における教育目標，育
成を目指す資質・能力を理解し，学習指導要領に示
された当該教科の学習内容について背景となる学問
領域と関連させて理解を深めるとともに，様々な学
習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した
授業設計を行う方法を身に付ける」ことが求められ
ている。そのうえで，当該教科の目標及び内容と，
指導法と授業設計に分けて，一般目標と到達目標が
示されている。それは，下記の通りである。
（１）当該教科の目標及び内容
一 般目標：学習指導要領に示された当該教科の目標
や内容を理解する。
到達目標
１ ）学習指導要領における当該教科の目標及び主な
内容並びに全体構造を理解している。
２ ）個別の学習内容について指導上の留意点を理解
している。
３）当該教科の学習評価の考え方を理解している。
４ ）当該教科と背景となる学問領域との関係を理解
し，教材研究に活用することができる。
（２）当該教科の指導方法と授業設計
一 般目標：基礎的な学習指導理論を理解し，具体的
な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に
付ける。
到達目標：
１ ）子供の認識や思考，学力などの実態を視野に入
れた授業設計の重要性を理解している。
２ ）当該教科の特性に応じた情報機器及び教材の効
果的な活用法を理解し，授業設計に活用すること
ができる。
３ ）学習指導案の構成を理解し，具体的な授業を想
定した授業設計と学習指導案を作成することがで
きる。
４ ）模擬授業の実施とその振り返りを通して，授業
改善の視点を身に付けている。
　以上のように，学習評価，学習指導案の作成，模
擬授業なども指導法の授業の中で行うことが求めら
れており，理論よりも実践に重点をおいた指導を求
めている点が特色であると言える。
２．生活科指導力育成カリキュラムの構想
　前節の生活科指導力育成原理の検討をふまえて，
本節では，具体的な科目を構想し提案することで生
活科指導力育成カリキュラムのあり方を提案してい
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きたい。
　まず，一般的なシラバスの枠組みに沿って授業の
概要を示すことにする。なお，本授業科目は，先に
示した教科内容構成のプロセス１に該当するもので
ある。模擬授業を行ってはいるものの，プロセス２
に該当するようなより本格的な実践やその振り返り
は，この授業をふまえた教育実習を経験した後に想
定している。
〇授業科目名：生活科指導法Ⅰ
〇科目：各教科の指導法
〇授業の到達目標及びテーマ
　本授業は，生活科に関する基礎的な知識や技能を
習得させたうえで，生活科の指導，学習評価，授業
づくりのための教材研究にそれらを活用することが
できるようになることを目指している。具体的には
下記のような到達目標を達成しようとするものであ
る。
１ ）学習指導要領をふまえ，生活科の目標及び主な
内容並びに全体構造を理解している。
２ ）生活科の学習内容について指導上の留意点を理
解している。
３）生活科の学習評価の考え方を理解している。
４ ）生活科の背景となる学問領域との関係を理解し，
教材研究に活用することができる。
〇授業の概要
　本授業においては，学習指導要領生活科の目標や
内容の検討を通して，生活科の教科としての特質を
理解させるとともに，具体的な指導計画の読解や分
析をふまえて，生活科の授業づくりに必要な知識や
技能を活用することができるようになることを目指
す。
〇授業計画
第１回：生活科授業とはどのようなものか（自然の
中での遊びをテーマとした生活科授業を映像で視聴
し，授業で何がなされているかを確認する。授業中
の教師の指示に注目をして，それらの指示の教育的
意義を考えることを通して，生活科授業の特質につ
いて考察する。）
第２回：生活科の教科目標（学習指導要領に示され
た生活科の教科目標の構造を捉えたうえで，生活科
の教科目標にそって第１回で視聴した生活科授業を
分析し，教科目標が授業にどのように反映している
かを理解する。）
第３回：生活科授業の特質（身近な人々とのかかわ
りを取り上げた生活科授業を視聴し，指導案や視聴
した際のメモの分析を通して，学習指導要領生活科
授業の特質を理解する。）
第４回：生活科授業の課題とその背景（第３回で視
聴した生活科授業の分析をふまえて，生活科授業の
課題について検討する。特に，関わりを捉える見方・
考え方として何が設定されているかの考察を通し
て，問題点を解明していく。）
第５回：生活科の授業づくりにおける指導のあり方
（栽培を取り上げた生活科の授業を視聴し，指導案
や視聴した際のメモの分析を通して，関わりに着目
した生活科の授業の構成について理解する。関わり
の対象や関わり方に特に留意させ，その指導におけ
る教師の発言や指示に注目しその意味を考察する。）
第６回：見方・考え方の育成に着目した生活科授業
の改善と評価のあり方（見方・考え方の育成に着目
した生活科授業においてどのような思考力・判断力・
表現力等の育成が図られているかを，飼育を取り上
げた授業の学習指導案の分析から理解する。さらに，
その授業における評価の観点と方法を捉えさせる。）
第７回：生活科の教材研究（生活科の教材研究の一
環として作成された生活科カレンダーやマップを分
析することで，生活科の教材研究の内容や方法を理
解する。）
第８回：生活科の教材研究・試験（実際に大学及び
大学周辺の調査を通して生活科マップを作成してみ
る。）
〇授業科目名：生活科指導法Ⅱ
〇科目：各教科の指導法
〇授業の到達目標及びテーマ
　本授業は，生活科に関する基礎的な知識や技能の
理解に基づいて，授業視聴や指導案分析を通してそ
れらを活用することができるようになることを目指
すとともに，想定された授業場面をイメージしなが
ら授業設計を行う。
１ ）低学年児童の認識や思考，学力などの実態を視
野に入れて授業設計をすることの重要性を理解す
る。
２ ）生活科の特性に応じた情報機器及び教材の効果
的な活用法を理解し，授業設計に活用することが
できる。
３ ）学習指導案の構成を理解し，具体的な授業を想
定した授業設計と学習指導案を作成することがで
きる。
４ ）模擬授業を行い，その振り返りを通して授業改
善の視点を身に付ける。
〇授業の概要
第１回：児童理解に基づく生活科の授業設計（生活
上必要な習慣や技能を取り上げた授業の視聴を通し
て，生活科授業を設計するうえで，低学年児童の認
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あり方を検討することである。しかし，これは決し
て容易なことではない。なぜなら，そのためには，
多様な視点から教科内容を考察し，総合的な判断の
もとで何を取り上げてどのような順で教えるべきか
を決定していくことが求められるからである。それ
は，単純に教科書に示された内容を，目次に示され
た順に教えていけばよいということではない。地域
や学校，児童生徒の実態に合わせて学習活動を構想
し，組織化していくことが求められ，そのプロセス
は極めて複雑なものになるのである。そのプロセス
に関しては，大まかに次の二つの段階が設定された。
《プロセス①》 
　学校の教育目標を実現するために，各教科におい
て，学習指導要領とそれに基づいて作成された教科
書に則りながらも，それらを越えて，子どもの発達
段階や学習状況，教科内容の系統性，原理を考慮し
て，どの段階でどのような内容，教材を用いて指導
するのが相応しいのかを検討，計画する 
《プロセス②》 
　全体の指導計画の中に位置づけて，それぞれの授
業の指導案を作成して実施した後，授業を振り返り
改善を行う（教科書教材の再構成，補充および教材
の差し替えなどを含む）
　プロセス①においては，学問の内容の系統性をふ
まえながら，その内容を子どもの発達段階や社会の
ニーズを考慮して，学習指導要領に示された教科の
目標を実現するように組みなおしていくことにな
る。そして，プロセス②においては，教科書をふま
えて指導案を作成し授業を実施したうえで，その成
果を振り返り改善を図ることである。このような二
段階のプロセスを教員養成プログラムの原理として
取り入れることで，教科の指導法に関する知識・技
能と教科の内容に関するそれが統合され，さらには，
大学で学んだ理論と，教育現場の実践がつながり，
理論と実践の往還が実質化されるのである。
　今回，生活科の指導力育成を考えるにあたって，
教科内容構成の研究の他に，現在の教員養成改革の
一環として，文部科学省教職課程コアカリキュラム
の在り方に関する検討会によって示された教職課程
コアカリキュラム案についても検討をした。教員養
成が大学で行われる以上は，そこには各大学の独自
性が反映されるべきだが，どのような教員養成カリ
キュラムであっても共通に満たすべき要件としてこ
のコアカリキュラム案をふまえることにした。コア
カリキュラム案の中では，各教科の指導法も取り上
げられており，全体目標，一般目標，到達目標が示
されている。
　全体目標では，「当該教科における教育目標，育
成を目指す資質・能力を理解し，学習指導要領に示
された当該教科の学習内容について背景となる学問
領域と関連させて理解を深めるとともに，様々な学
習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した
授業設計を行う方法を身に付ける」ことが求められ
ている。そのうえで，当該教科の目標及び内容と，
指導法と授業設計に分けて，一般目標と到達目標が
示されている。それは，下記の通りである。
（１）当該教科の目標及び内容
一 般目標：学習指導要領に示された当該教科の目標
や内容を理解する。
到達目標
１ ）学習指導要領における当該教科の目標及び主な
内容並びに全体構造を理解している。
２ ）個別の学習内容について指導上の留意点を理解
している。
３）当該教科の学習評価の考え方を理解している。
４ ）当該教科と背景となる学問領域との関係を理解
し，教材研究に活用することができる。
（２）当該教科の指導方法と授業設計
一 般目標：基礎的な学習指導理論を理解し，具体的
な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に
付ける。
到達目標：
１ ）子供の認識や思考，学力などの実態を視野に入
れた授業設計の重要性を理解している。
２ ）当該教科の特性に応じた情報機器及び教材の効
果的な活用法を理解し，授業設計に活用すること
ができる。
３ ）学習指導案の構成を理解し，具体的な授業を想
定した授業設計と学習指導案を作成することがで
きる。
４ ）模擬授業の実施とその振り返りを通して，授業
改善の視点を身に付けている。
　以上のように，学習評価，学習指導案の作成，模
擬授業なども指導法の授業の中で行うことが求めら
れており，理論よりも実践に重点をおいた指導を求
めている点が特色であると言える。
２．生活科指導力育成カリキュラムの構想
　前節の生活科指導力育成原理の検討をふまえて，
本節では，具体的な科目を構想し提案することで生
活科指導力育成カリキュラムのあり方を提案してい
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識や思考，学力などの実態を把握することの重要性
を認識する。）
第２回：生活科における情報機器及び教材の効果的
な活用（公共物や公共施設を取り上げた生活科授業
の学習指導案の分析を通して，情報機器及び教材の
効果的な活用について理解する。）
第３回：生活科における外部人材の活用（自分の成
長に関する授業の視聴を通して，外部人材を活用し
た生活科の指導のあり方を理解するとともに，生活
科教材研究のあり方について理解を深める。）
第４回：生活科指導案作成の方法（栽培を取り上げ
た生活科の授業を想定して，生活科の教材研究とそ
れをふまえた指導案作成の手順について理解を深め
る。）
第５回：生活科指導案の作成及び検討（前回の作業
をふまえて，栽培を取り上げた生活科授業の指導案
作成に取り組み，作成した指導案を点検する。）
第６回：生活科模擬授業と振り返り（前回作成した
指導案の一部について模擬授業を行い，相互評価や
自己評価を通して，指導案の改善を行うとともに指
導上に留意すべきことを確認する。）
第７回：生活科と総合的な学習の時間の関係（身近
な自然を取り上げた総合的な学習の時間の取り組み
を視聴し，生活科との関係について考察する。その
うえで学校の教育課程全体における生活科の役割や
他教科及び他の教育活動との関連について検討す
る。）
第８回：生活科におけるカリキュラム・マネジメン
トのあり方・試験（カリキュラム・マネジメントの
考え方に基づいて，これまで視聴した生活科授業を
振り返りながら，その授業の作成のためにどのよう
なカリキュラム・マネジメントが必要かを考察す
る。）
　以上のシラバス案は，教科内容構成とコアカリ
キュラム案の両者をふまえて構想したものである。
もちろん，教員養成カリキュラムの中で教科に関わ
る授業科目は，上で取り上げた教科の指導法に関わ
るものだけではない。本稿では，指導法の科目を例
に，その案を示しただけである。今後は他の授業科
目も合わせて見直し，生活科に関わる指導力育成を
トータルに見直していく必要があろう。
Ⅳ．おわりに
　本研究においては，新学習指導要領までの近年の
教育改革の動きをふまえて，生活科の教科としての
特質がどのように変化したかを明らかにするとも
に，教科内容構成の成果を活かした生活科指導力育
成の方法について検討し，その成果を教員養成カリ
キュラムの授業科目案の提案という形で具体的に提
示した。近年，教育改革，特に教員養成の改革は社
会全体の課題ともなっており，一層注目されている。
大学にはそのような実践的な要請に応えつつ，教育
課程の大幅な再編や学校制度の改善をも視野に入れ
た長期的視野に立つ研究が求められる。
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